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絡膜外層の脈絡膜血管構造の en face画像を得た。Image Jを用いて2値化を行い、脈絡
膜内層および外層の血管面積の脈絡膜全体に占める面積割合を算出した。それぞれ3群間
で比較し、血管面積割合に関連する因子についても検討した。 
中心窩下の脈絡膜厚はBCD群102.9 ± 26.7 μm、EYS-RP群208.5 ± 52.9 μm、control
群237.8 ± 61.8 μmであり、BCD群は他群より有意に薄かった（どちらもP < 0.001）。
中心窩下の脈絡膜内層厚はBCD群23.4 ± 10.2 μm（脈絡膜厚に対する脈絡膜内層厚の割
合22.8 ± 6.8%）、EYS-RP群76.8 ± 23.5 μm（同36.2 ± 8.9%）、control群80.6 ± 21.7 μm
（同 34.4 ± 6.8%）であり、脈絡膜厚に対する脈絡膜内層厚の割合は BCD 群において
EYS-RP群、control群より有意に小さかった（それぞれP < 0.001, P = 0.002）。中心窩
網膜厚については、BCD群125.4 ± 52.2 μm、EYS-RP群171.0 ± 44.1 μm、control群
195.8 ± 23.8 μmであり、BCD群はEYS-RP群、control群より有意に薄かった（それぞ
れP = 0.02 , P < 0.001）。 
BCD群の脈絡膜内層には血管構造が8例（89%）で認められなかった。脈絡膜外層の血
管構造は全例で認められ、血管面積割合はBCD群43.34 ± 5.76%、EYS-RP群53.73 ± 
4.92%、control群52.80 ± 4.10%であり、他群と比較してBCD群で有意に低かった（ど
ちらもP < 0.001）。また、BCD群の脈絡膜外層の血管面積割合は、中心窩下の脈絡膜内



















している。RP では EYS をはじめとする種々の原因遺伝子が主に視細胞に発現している
のに対し、BCDの原因遺伝子CYP4V2は網膜色素上皮や脈絡膜に発現している。しかし、
これまで脈絡膜については詳細に調べることができなかった。 













  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和 2年 3月 2日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
